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  町民大学４７年のあゆみ                            

湧別町民大学はおかげさまで４６周年を迎えることができました。この４７年間でご講演いただいた講師の方

はのべ 229 名、その間の聴講者数は約 28,500 人にのぼりました。これまで聴講くださったみなさまに深く感謝を

申し上げます。また、これからも魅力ある町民大学をめざして取り組んでまいりますので、応援のほどよろしくお願い

いたします。 

以下に、第１回目からの講師と演題をご紹介いたします。 

 

第１回 S52(1977) 

北海道未来総合研究所長 原 勲 『未来社会と新しい町づくり』  

北見工業大学教授 金山公夫 『省エネルギーと太陽電池～これからの家庭暖房～』  

北海道大学教授 桃野作次郎 『世界の人口と食糧問題』  

北海道新聞社旭川支社次長 喜多 進 『受験戦争とその社会的背景』  

東日本学園大学教授 安部三史 『成人病対策と医療問題』  

第２回 S53(1978) 

国立大雪青年の家所長 阿部悟郎 『北海道の教育事情～子供の健全な育成を願って～』  

道都大学教授 倉本竜彦 『北国のこれからの生活と住まい』  

北海学園北見大学教授 大前博亮 『円高・ドル安と私たちの家計』  

（財）北海道がん協会 田村浩一 『成人病対策  ガンに勝つため』  

北海道未来総合研究所長 原 勲 『これからの自治体と住民参加』  

第３回 S54(1979) 

旭川厚生病院 管野二郎 『健康管理と食生活』  

北海学園大学教授 柴田義人 『最近の経済状勢』  

北海道未来総合研究所長 原 勲 『世界から見た日本の農業～日本のおかれている農業情勢と食糧問題』  

生け花インターナショナル会長 戸部・アナマリア 『世界の国々と比較して日本の家庭教育を考えよう』  

北海道家庭学校長 谷 昌恒 『人間いかに生きるか』  

第４回 S55(1980) 

文化庁刀剣審査委員 頼住 譲 『わが人生～日本人の心と剣～』  

北海タイムス論説委員 浅田 英 『80 年代の政治と経済』  

北海道建築指導センター 魚住麗子 『北国の住まいと生活～豊かな生活の営みのために』  

北海道教育大学 西 勇 『ふるさとづくりと住民運動』  

北海学園大学教授 早川 和夫 『星と暮らしのかかわりについて』  

第５回 S56(1981) 

北海タイムス論説委員 浅田英祺 『地域を視点とした文化を考える』  

生け花インターナショナル会長 戸部・アナマリア 『今、子どもたちは何を求めているか～健やかな子どもを育てるには～』  

村井産業㈱専務取締役 村井幸雄 『オホーツク圏の産業開発はいかにあるべきか』  

東日本学園大学学長 安部三史 『心の健康～心の病、体の病～』  

北海道新聞社論説委員 貝塚忠弘 『高齢化社会に対応する福祉のあり方』  

第６回 S57(1982) 

元円山動物園長 中川 敏 『人間と動物の愛情物語』  

ＮＨＫ解説室顧問 井村和朗 『これからの日本経済とわたしたちの暮らし』  

妹背牛高等学校ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ監督 吉野 勲 『白球にかける青春』  
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北海道消費者協会専務理事 谷口弘一 『隣人愛で培う地域づくり』  

㈱ダイカ専務取締役 大宮豊穎 『職場の中での人間関係』  

第７回 S58(1983) 

映画評論家 水野春郎 『人生のめぐり合い』  

北海道銀行御相談センター所長 出村秀夫 『経済の動きについて～高齢化社会の企業経営のあり方～』  

北海道大学教授 辻井達一 『観光を考える～地域社会における観光への視点～』  

元道立太陽の園総合施設 松本正八 『社会の動きに対応する人間関係』  

北海道家庭学校長 谷 昌恒 『今、こどもたちは』  

第８回 S59(1984) 

北海学園大学教授 後藤啓一 『ユーモア感覚で～地域・職場の人間関係』  

野球評論家 野村克也 『スポーツはすばらしい～スポーツと我が人生』  

北海道大学助教授 黒柳俊雄 『21 世紀の北海道～道東の経済情勢』  

網走気象台長 伊丹武夫 『地域の温暖化説と異常気象』  

ひまわり文庫代表 徳村 彰 『豊かに伸びろ子どもたち～子どもと同じ目の高さに立って』  

第９回 S60(1985) 

政治評論家 細川隆一郎 『事を成す人の条件～世に出て成功する人間はどこが」違うか』  

道都大学助教授 小川昭一郎 『日本文化と祖先の心』  

宝石の珠屋会長 深林広吉 『プラス・ワン・モアアイデア』  

元根室市教育委員会 三浦隆治 『いま、教育に問われているもの』  

湧別町芭露診療所長 岩代 学 『心と体のつながり』  

第 10 回 S61(1986) 

ＮＨＫ解説委員長 岡村和夫 『これからどうなる～今日の政治課題と政局のゆくえ～』  

経営コンサルタント 藤田公道 『どうなる円高差益～今後のくらしへの影響～』  

北海学園大学教授 落合信幸 『豊かな家庭づくり～親が子どもに語りかけるとき』  

北見工業大学教授 瀧口政隆 『健康とは何か～知っても損をしない健康よもやまばなし～』  

北海学園北見大学教授 田中満朗 『スポーツは生涯の友に～スポーツは明日への活力』  

第 11 回 S62(1987) 

道立精神衛生センター 藤枝俊儀 『ストレスとうまくつきあうには～ストレス社会の対応を図るには～』  

北海学園大学教授 菊地 均 『よくなるか今後の景気～北国の経済を考える～』  

弁護士 横幕昭次郎 『知らないと損をする法律知識』  

東急百貨店札幌店次長 湯谷偉男 『町づくりは心の文化づくり～オホーツクの町づくりを考える』  

俳優 東野英心 『豊かな時代の家庭と親と子のきづな』  

第 12 回 S63(1988)  

日本テレビ解説委員 国弘正雄 『世界を見る眼・読む眼』  

北海学園北見女子短期大学教授 阿座上洋吉 『新時代の日本人の生活と新しい対応』  

（財）札幌市青少年婦人活動協会指導室長 佐々木順 『感動する心を育てる～青少年の自然体験活動を通して』  

釧路短期大学教授 藤本美與 『健やかに生きるための食生活』  

ＮＨＫチーフアナウンサー 羽佐間正雄 『勝者はいかにして勝者になり得たか～スポーツ選手に学ぶ勝者の条件～』  

第 13 回 H 元(1989) 

ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙｺﾞｰﾙﾄﾞﾒﾀﾞﾘｽﾄ 荒木田裕子 『金メダルの瞬間そして････今』  

作家 八柳鐵郎 『人と人を結ぶ心～すすきの有影燈から～』  

北海学園大学教授 筒浦 明 『世界旅行を通じて～旅一人あるきの方法～』  
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専修大学北海道短期大学 森山軍治郎 『今、この町に一番必要なもの』  

児童文化研究家 吉岡たすく 『今、子どもにとって大切なものは』  

第 14 回 H2(1990) 

浜中診療所院長 道下俊一 『われ、ここに生きる』  

北海道スキー連盟顧問 栗林 薫 『スポーツと人生』  

俳優 牟田悌三 『人生って、支えあいっこ』  

北海道銀行情報調査部長 下川哲央 『これからの北海道経済の活性化について』  

北海道自然保護協会前会長 八木健三 『あなたが地球を救う』  

第 15 回 H3(1991) 

光塩学園女子短期大学教授 佐藤朝子 『情報化社会のキーワード』  

中小企業診断士 庄司俊雄 『地域開発の切り口をさぐる』  

深川市教育委員長 門木文雄 『今ここに～人生脚本への気づき～』  

美幌博物館学芸員 宇野裕之 『オホーツクの動物』  

タレント・弁護士 ケント・ギルバート 『おもしろ大国  ニッポン』  

第 16 回 H4(1992) 

写真家・エッセイスト 竹田津実 『農業と自然保護』  

教育研究家 内藤 宏 『「ことば」と「遊び」が心を育てる』  

童話作家 加藤多一 『イキモノとして人間として』  

㈱拓銀総合研究所会長 石黒直文 『まちづくりひとづくり』  

女優 横山道代 『子育て転じて親育て』  

第 17 回 H5(1993) 

タレント・農学博士 アントン・ウィッキー 『外国人からみた日本人おもしろ英会話と日本』  

旭川美術館長 高橋 洋 『絵との出会い自分との出会い』  

佐々木農村研究所長 佐々木寅雄 『日本の農業・農村はこう生まれ変わる～上湧別町が今なすべきこと～』  

道企画振興部経済調査室 金子佳弘 『上湧別町を世界につなぐ糸は何か』  

俳優武田鉄矢の母 武田イク 『～私と鉄矢～武田イクの子育て奮闘記』  

第 18 回 H6(1994) 

歌手法務省委嘱篤志面接委員 千葉紘子 『笑顔はいつも花になる～母の手、愛の手、やさしい手～』  

北海道教育大学教授 伊藤隆一 『北欧の知恵をあなたに～北の生活』  

郷土史家 菊地慶一 『オホーツクとは何か』  

ネットワークデザイナー 田上隆一 『流通と情報ネットワーク』  

尾車部屋親方・元大関琴風 尾車浩一 『七転八起の相撲人生』  

第 19 回 H7(1995) 

レポーター 村上充俊 『人との出逢いから学んだ話の小箱』  

北海道開拓の村学芸員 中村 齊 『開基百年の歩みと私たちの役割』  

漫画家・イラストレーター 黒田クロ 『夢を実現するための方程式』  

国際協力事業団専門家 藤田郁夫 『海外から学んだもの』  

白鴎大学法学部教授 福岡政行 『時代の潮流を読む』  

第 20 回 H8(1996)  

朝日新聞編集委員 和田 俊 『世界の中の日本丸、今後どうなる! 』  

俳優 増岡 弘 『マスオさんの家庭づくり』  

元ＮＨＫチーﾌｱﾅｳﾝサー 川上裕之 『学びつつ心豊かに生きる』  
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俳優・声優 常田富士男 『常田富士男のあったか話』  

ﾏﾐｱﾅｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞﾌｧｰﾑ社長 浜田マキ子 『女性から見た今の見本、明日の日本』 通算第 100 回 

第 21 回 H9(1997)  

橋幸夫夫人・ｴｯｾｲｽﾄ 橋 凡子 『心と心のふれあい、お母さんは宇宙人』  

都留文科大学講師 松下 拡 『地域をつなぐボランティア活動』  

伊東四郎の兄 伊藤豊次 『このままでよいのか? 今の親、家庭教育に欠けているもの』  

北海学園大学教授 後藤啓一 『マンネリの気づきがあなたを変える』  

経済キャスター 西村 晃 『新しい地方の時代がはじまった』  

第 22 回 H10(1998) 

教育評論家 尾木直樹 『愛と出番を求める子ども達』  

多摩動物公園長 中山恒輔 『動物園の現状とこれから』  

元ＮＨＫ解説主幹 清水善郎 『これからの政治経済・景気展望とその問題点』  

口演童話かたりべ 川島保徳 『民話から学ぶ人生』  

舞台美術家・エッセイスト 妹尾河童 『少年Ｈ上湧別で語る』  

第 23 回 H11(1999) 

ＮＨＫ衛星放送解説者 高橋直樹 『我が野球人生』  

修養団常務理事 中山靖雄 『共に育つ喜び』  

札幌国際大学温泉学教授 松田忠徳 『日本の温泉の全て湯煙の旅「２５００湯」』  

ＮＨＫ解説委員 今井義典 『正念場を迎えた日本経済の展望』  

ﾋﾞｼﾞｹｱｰｻｰﾋﾞｽ取締役 麻植佳子 『介護保険制度導入と高齢化社会の行方』  

第 24 回 H12(2000) 

元ＮＨＫ相撲解説者 緒方 昇 『私の相撲人生』  

ＮＨＫニュースキャスター 池上 彰 『池上彰のザ・ニュースニュースから世界を、日本を読む』  

ＵＨＢアナウンサー 徳永エリ 『見落としていませんか？子どもからの sos－ぎゅっと抱きしめて』  

人生コーディネーター 青木早枝子 『少子・高齢社会に想う 働く女性の子育て日記』  

俳優 八名信夫 『こころのゆとりとふれあいを求めて』  

第 25 回 H13(2001) 

政治ジャーナリスト 河崎曹一郎 『カワソウの政治講談今日の政局と生活との関わり』  

小田急バレーボールクリニック事務局 岩本 洋 『スポーツと健康』  

医学博士／東洋医学会専門医松原英多『「おもいつきりテレビ」の松原先生に学ぶ知っているようで知らない健康の常識』  

教育評論家 松尾つよし 『親と子の豊かな人生のために』  

女優／エッセイスト 松居一代 『人生に目標を、目標に向かって日々の挑戦』  

第 26 回 H14(2002) 

東海大学教育研究所教授 秋山 仁 『今日は何人の人を喜ばせられるかな』  

ものまね／司会者 江戸家子猫 『芸を通じてまなんだこと』  

農学博士／技術士 相馬 暁 『食と健康～和食の秘密』  

アナウンサー／エッセイスト 村松真貴子 『笑顔は元気のバロメーター』  

元セ・リーグ審判／解説者 平光 清 『勝負の世界に生きて』  

第 27 回 H15(2003) 

元ＮＨＫアナウンサー／解説委員 西田善夫 『スポーツを通して知る人間像』  

青少年育成コーディネーター 伊藤幸弘 『最高の出会いが子どもを変える』  

薬師禅寺住職／針灸指圧師 樺島勝徳 『からだは柔らかく心はしなやかに』  
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放送作家 はかま満緒 『人生を豊かにするユーモア精神』  

作家 小檜山博 『ひとりでは生きられない』  

第 28 回 H16(2004)  

元近鉄バッファローズ投手 盛田幸妃 『夢をあきらめないで』  

ボランティアコーディネーター 竹内亮二 『すてきな生き方をボランティアで』  

フリーキャスター 林美香子 『家庭教育における食育の大切さ』  

フリーアナウンサー 橋本登代子 『エネルギーは自分の中にある～より輝く生き方』  

㈱クレア社長 町田典子 『ゼロからのスタート』  

第 29 回 H17(2005) 

スポーツジャーナリスト 二宮清純 『勝者の思考法』  

元北星余市高校教諭 安達俊子 『「子どもたちが私の先生」～北星余市高校とビバハウスの実践から』  

読売新聞編集委員 橋本五郎 『どうなる今後の日本』  

㈱キタバランドスケープ・プランニング代表取締役社長 斉藤浩二 『間違いだらけの景観づくり』  

奈良薬師寺僧侶 大谷徹奘 『幸せの条件』  

第 30 回 H18(2006) 

コンディショニングディレクター 立花龍司 『挫折と新しい夢の発見』  

食文化史研究家 永山久夫 『ボケず、寝こまず１００才まで長生きする１００才食入門』  

日本朗読ボクシング協会代表 楠かつのり 『ことばとコミュニケーション』  

政治評論家 森田 実 『今後の激動の時代を読む』  

第 31 回 H19(2007) 

夜回り先生 水谷 修 『病みゆく子どもたち～大人達ができること しなければならないこと』  

カウンセラー／エッセイスト 羽成幸子 『心のあやとり～介護する側、介護される側の心のあり方』  

元松下政経塾頭・志ネットワーク代表 上甲 晃 『ことばとコミュニケーション』  

トリノ五輪カーリング日本代表 小野寺歩 『カーリングに懸けた夢と希望』  

ジャーナリスト 高野 孟 『２１世紀 日本の課題』  

第 32 回 H20(2008) 

元経済企画庁長官 田中秀征 『最近の政治と課題』  

前ソフトボール女子日本代表監督 宇津木妙子 『夢と人生』  

高校教諭 宮本延春 『オール１の落ちこぼれ、教師になる～絶望のどん底から夢を実現するまで』  

まちづくりプランナー 伊東徹秀 『開道１４０年北方社会のあした』  

建築家／リスクマネージメントコンサルタント 佐々島宏 『予知・予見・予防で豊かな生活を！』  

第 33 回 H21(2009) 

東京大学名誉教授 大森 彌 『これからの地方自治』  

国際政治学者 浅井信雄 『激動する国際社会と日本の針路』  

評論家 金 美齢 『不条理な世の中でどう生きるか』  

第 34 回 H22(2010) 

埼玉大学名誉教授／ＮＧＯ国際市民ネットワーク代表 暉峻淑子 『豊かさとは？～自分を大切にする。地域と生きる。』 

元ＮＨＫアナウンサー 杉山邦博 『心・技・体～限りなき挑戦』  

諏訪東京理科大学共通教育センター教授 篠原菊紀 『脳を鍛える活脳トレーニング』  

パーソナルトレーナー 奥村幸治 『イチロー、田中将大との出会いを通じて』  

立教大学大学院ビジネスデザイン研究科准教授 小島貴子 『地域・学校・家庭で考える。”働く”とは』  
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第 35 回 H23(2011) 

元旭山動物園園長 小菅正夫 『北の大地でたくましく生きる動物たち』  

自転車で世界を走る会社員 坂本 達 『自転車世界一周、夢が叶ったのはみんなのおかげ～100 万回のありがとう！』  

ノンフィクション作家 長田百合子 『よい子があぶない！』  

政治アナリスト 伊藤惇夫 『伊藤惇夫の政局展望～流動化する日本政治経済の行方』  

医師／作家 鎌田 實 『心と体の健康～「がんばらない」けど「なげださない」』  

第 36 回 H24(2012)   

慶應大学経済学部教授 金子 勝 『これからの日本経済の行方～地域づくりのすすめ』  

日本ハムファイターズ前監督 梨田昌孝 『きらめき・発想・未来』  

食生活ジャーナリストの会代表幹事 佐藤達夫 『テレビの健康情報のウソホント』  

阪神淡路大震災の語り部 矢崎由美子 『実際に被災してわかったこと！』  

九州あそびの研究所所長 中島 宏 『遊びを通して学ぶこと』  

第 37 回 H25(2013) 

元ＮＨＫキャスター 村松真貴子 『話し方・食べ方・笑顔でつくるあなたの健康』  

ラジオパーソナリティー 金子耕弐 『この時代の家庭と子育てに必要なこと』  

慶應大学法学部教授 片山善博 『まちづくりを考える視点』  

淑徳大学教授／工学博士 北野 大 『マー兄ちゃんのやさしい環境講座』  

エッセイスト 黒柳眞理 『人は弱い時にこそ強い』  

第 38 回 H26(2014) 

追手門学院大客員教授 児玉光雄 『イチロー思考で成功をつかむ方法』  

立命館大学教育開発推進機構顧問/立命館小学校校長 陰山英夫 『子どもが伸びる７つの習慣』  

法政大学法学部教授 山口二郎 『日本政治の転換点を考える』  

オリンピック金メダリスト 荻原健司 『私のスキー人生～挑戦が世界を開く』  

全日本合気道連盟理事長/東京湧別会会長 尾﨑 晌 『人生、手前もち。自らもとめよ、真実（まこと）の世界』  

第 39 回 H27(2015) 

新潟産業大学経済学部准教授 蓮池 薫 『夢と絆～拉致被害者は北朝鮮の地で何を思い、どう暮らしているのか』  

こころ元気配達人/こころ元気研究所所長 鎌田 敏 『こころ元気な大人が、子どもの未来を築く！』  

スポーツキャスター 舞の海秀平 『小よく大を制す～夢はかならずかなう～』  

経済ジャーナリスト 須田慎一郎 『どうなる今後の日本！今後の日本経済を読む』  

日本赤十字北海道看護大学地域・在宅看護学領域教授 大倉美鶴 『自己観察による転ばぬ先の認知症予防』  

第 40 回 H28(2016) 

教育評論家（尾木ママ） 尾木直樹 『大人も子どもも居心地のよい学校・家庭・地域社会をめざして』  

元中国駐箚特命全権大使/前伊藤忠商事（株）会長丹羽宇一郎『日中関係と北海道のこれから～食糧事情の視点から』  

消費者問題研究所代表 垣田達哉 『本当に大丈夫？食の安全～家庭料理がどうして健康にいいのか～』  

映画字幕翻訳者 戸田奈津子 『字幕の中に人生』  

管理栄養士 小松信隆 『子どもと大人に今必要な栄養』 

第 41 回 H29(2017) 

スポーツジャーナリスト 増田明美 『走って元気、観て元気、支えて元気！』  

公立鳥取環境大学教授 小林朋道 『動物の日々、動物との日々』  

コリアンジャーナリスト 髙 英起 『謎の国・北朝鮮をわかりやすく解説』 通算第 200 回 

精神科医 香山リカ 『健康のヒミツは”心の元気”』  

道教育大附属札幌小栄養教諭 須合幸司 『生活習慣全ての中心に食事がある～子どもの夢を叶えるために～』 
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第 42 回 H30(2018) 

野球評論家 白井一幸 『北海道日本ハムファイターズ流～チームコーチングとファンの力』  

人間性脳科学研究署長 澤口俊之 『夢をかなえる脳』  

㈱日本総合研究所／地域エコノミスト 藻谷浩介 『湧別町で見つけた未来の種』  

ヒカリカナタ基金代表 竹内昌彦 『見えないから見えたもの～生きる意味、命の尊さ、感謝の思いを語る～』  

札幌医科大学医学部教授 當瀬規嗣 『生きるしくみ～食べることの意味』 

第 43 回 R1(2019) 

早稲田大学名誉教授 池田清彦 『がんばらない生き方～人生を楽しく生きるために～』 

俳優／タレント 森崎博之 『生きることは食べること～オホーツクの豊かな食材～』 

プロランニングコーチ 金 哲彦 『100km マラソンの町で始めるウォーキング＆ランニング』 

クラターコンサルタント／一般財団法人断捨離®代表 やましたひでこ 『断捨離で生きる知恵』 

写真家 伊藤健次 『大地の息吹 海のささやき～北海道の自然に魅せられて～』 

第 44 回 R2(2020) 

人工知能研究者／株式会社感性リサーチ代表取締役 

黒川伊保子 『感性コミュニケーション～女心のつかみ方、男心の癒し方～』 

札幌山の手高等学校ラグビー部監督 佐藤幹夫 『私流ラグビーを通じた人間教育～努力なくして栄光なし～』 

第 45 回 R3(2021) 

株式会社セコマ 代表取締役会長 丸谷智保 『セコマ流～地域と共に歩む経営』 

札幌大学地域共創学群教授／札幌大学アイヌ文化教育研究センター長 

 本田優子 『アイヌ文化と北海道』～多様性を価値とする未来のために～ 

北海道大学総合博物館副館長・教授／大阪大学総合学術博物館招聘教授 

 小林快次 『僕はこうして恐竜博士になった』 

育児漫画家／イラストレーター 高野優 『子は育ち、親も育つ。楽しまなくっちゃもったいない』 

DeNA アスレティックスエリートアドバイザー／（公財）日本陸上競技連盟強化委員会マラソン強化・戦略プロジェクトリーダー 

 瀬古利彦 『心で走る』～いくつになっても夢中になれるものを探して～ 

第 46 回 R4(2022) 

帯広大谷高等学校 地歴公民科講師 東出俊一 『ゴールドメダリスト姉妹の指導法～やる気を引き出すには～』 

立命館大学客員教授／グローバル寺子屋塾長 

 薮中三十二 『最新の国際情勢と日本の選択～ウクライナ問題を中心として～』 

社会福祉法人麦の子会理事長・総合施設長／公認心理師 

 北川聡子 『子育ての村ができた！～子育ての困りごとを解決するために～』 

関根摩耶 『私にとっての「アイヌ」』 

北海道大学大学院理学研究院教授 増田隆一 『“ヒグマ学”と“うんち学”～動物の進化と多様性を探る～』 

第 47 回 R5(2023) 

法政大学スポーツ健康学部教授/元 NHK アナウンサー・解説副委員長 

                山本浩 「実況席からの日本のスポーツ～スポーツがつくるまちづくり～」 

農学博士/東京農業大学名誉教授 小泉武夫 「『農業』と『食』から日本再生を考える～発酵学入門～」 

萱野茂二風谷アイヌ資料館館長  萱野志朗 「北海道のアイヌ語地名は情報の宝庫」 

北海道大空高等学校学校長/総務省地域情報化アドバイザー 

               大辻雄介 「小規模校こそ面白い～魅力ある学校づくり～」 

株式会社挑戦舎代表取締役社長 永関博紀 「好きなことして生きていくために～ギネス最速米国縦横断裏話～」 


